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白亜紀銚子層の古流向

長浜春夫＊
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Abstract

　　The　Ch6shi　Formation　of　Early　Cretaceous　age　exposed　in　the　Ch6shi　peninsula，is

divided　into　the　fbllowing　six　members　by　Kiyotsura　YAzAKI（1961），namely　in　ascending

order　the　Goru嫡oンthe　Kurohai，the　Ashika－shima，the　Kimigahama，the　Toriakeura，and

the　Inub6saki　Members．The　total　thickness　ofthesixmembersis　estimated　atmorethan1，600

meters．

　　In　sandstone　beds　are　fbund　diagonal　bedding，sole　marking，current　ripPle　marks，etc．In

theAshlka－shima　Memberラsole　mark　at　the　bottom　ofthe　sandstone　bed　indicates　an　unifbrm

current　direction仕om　SSE　towardNNW．

　　In　the　Inub6，Toriake　and　Kurohai　Members，diagonal　bedding　in　the　sandstones　in－

dicatesthreedi飴entcurrentdirections，thatis，thosefromNtowardS，鉦omEtowardWand

rarely甜om　S　toward　N．

まえがき

　銚子半島付近の地質にっいての研究は数多くなされて

いるが，古流向についての研究論文は，いまだ発表され

ていない．筆者は1969年2月，実働3目間の短期間では

あったが，千葉県銚子半島の海岸に露出する白亜紀の銚

子層中に観察される堆積構造について調査した．今回の

調査は日数も少なく，その範囲もせまく，その上測定点

もきわめて少なく，満足すべき結果ではないが，ここに

その結果の概要を報告するしだいである．

　今回の調査にあたり，本所燃料部の矢崎清貫技官から

は，層序および地質構造に関する貴重な未発表資料の提

供をうけた．そしてその一部引用をも快諾して載いた．

本所企画室正井義郎技官はこの調査に協力され，化石標

本の貴重な写真を撮って下さった．市立高神小学校石毛

隆治校長には同校に保存されている化石の撮影をさせて

載いた．さらに本所地質部の田中啓策技官はじめ多くの

地質部の方々からは有益な御批判や御援助を載いた．以

上の多くの方々に厚くお礼を申し上げる．
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今回の調査は調査日数も実働3目間の短期間，その上

第1図　位置図

＊地質部

古流向を目的としたため，層序および地質構造までも調

査がおよばなかったので，地質については，矢崎清貫
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第2図　銚子半島付近の地質図

（1961，MS）によるところが多V・．

銚子半島付近に発達する地質は下表のように古生層・

中生層・新第三紀層・第四紀層からなっている．

　　　第四紀層
　　　新第三紀層

　墨鏡

雛

犬吠崎砂岩層

とりあけうら

酉明浦砂勝細互層

君が浜泥勝互層

あしかしま

海鹿島砂勝互層

くろはい

黒生砂勝互層

’ゴルフ場泥岩層

　　　　　　．断層
古生層
　　　　（矢崎清貫，1961MS）
　　＊矢崎は銚子層群としている．

白亜紀層

銚子半島に分布する白亜紀層は，三角貝やアンモナイ

トの発見によって，白亜紀のものであることが判明し，

今目にいたっている．その地質時代については，白亜紀

前期の宮古世とされている．この白亜紀層については研

究者により意見は異なるが，矢崎清貫（1961，MS）によ

ると白亜紀層を銚子層群と命名し，次の6部層に分けて

いる．本論では矢崎の分類にしたがったが，銚子層群と

せず，従来通り銚子層とした．

　ゴルフ場泥岩層

　本部層は黒生部落の南岸から海鹿島北岸までの海岸線

に分布し，層厚300m＋と推定され，下位の古生層との

関係は断層と考えられている．その岩相は暗青灰色樹脂

光沢の均一質泥岩で，ところによっては砂岩の薄層をは

さむ．この泥岩は，やわらかく有機物に富んでいる．
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　くろはい

　黒生砂勝互層
　　　　　　　　　　　　あしか本部層は黒生部落東海岸および海鹿島の一部に露出

し，層厚150mと推定され，下位のゴルフ場泥岩層とは

整合である．その岩相は主として青灰色の細粒砂岩と暗

青灰色の泥岩との互層である，本層の下限部と上限部に

約2～4mの礫岩層（Plate45）がある．上限部の礫岩層

の下位の細粒砂岩層中には平面型の斜層理（Plate46－1）

の発達がある．

　また，礫は20cm以下の淘汰の悪V・亜角礫（チャー

ト）～円礫で，チャート・硬砂岩・粘板岩・花闘質岩・

緑色岩などからなっている．本層中の上限部の礫岩下底

から，下位約5m付近にあたる砂岩層中に三角貝の化石

床0．1～0．2mがある．これを江原真伍（1915）はLower

Trigonia　zoneと呼んでいる．

　海鹿島砂勝互層

　本部層は海鹿島海岸および波止山付近に露出し，層厚

230mと推定され，下位の黒生砂勝互層とは整合であ

る．

　本層中には全く礫岩層を挾まず，本層の下部付近に厚

さ0．1m以下の1枚の白色凝灰岩がある．また第3図に

示すように互層を構成する砂岩は，下位の泥岩と常に侵

食面をもって接し，両者の境界は鮮明である．また砂岩

の基部には径0．3～0・7cmの細～小礫が混在し，上位に

行くにし・たがってより細かくなる，V・わゆるgradingが

lOO Gm

0

第3図

目シルト岩

圃細粒砂岩

團中粒砂岩

明瞭である．砂岩の下底面には多くのsole　marking

（Plate46－2，47－1）が認められるが，斜層理は見当たらな

い．波止山の石切場で，江原真伍（1915）はP∫θ7・67∫g・η」α

Po6乞IJ⑳7痂5，∠剛伽SP・，Pl乞副ぬsp・その他2，3の2枚

貝化石を発見し，この層準をUpperTrigoniazoneと呼

んでいる．また本層中には植物化石片を多産する．

　君が浜泥勝互層

　本部層ぽ君が浜海岸および外川町漁港付近に露出し，

層厚450mと推定され，下位の海鹿島砂勝互層とは整合

である。

　本層は主として暗青灰色，樹脂光沢の1～2cmの泥岩

と青灰色の50cm前後の細粒砂岩の細互層である．こ

の互層中には多くの生痕化石や炭化木（Plate47－2，48－1）

が見られ，1～10cmの炭層もあるが，連続性がなくレ

ンズ状である．
　とりあけ
　酉明浦砂勝細互層

　本部層は主として犬吠崎水族館付近から酉明浦海岸に

かけて分布し，一部長崎町海岸にも露出し，層厚325m

以上と推定され，下位の君が浜泥勝互層と整合である。

　本部層は主として青灰色細粒砂岩と暗青灰色の細一粗

粒泥岩とその互層（Plate48－2）で，ときに斜層理（PI＆te

49）の発達する砂岩層もあり，一部第4図に示すように

convolute　lamination（Plate50～52）やripple　cross　Iam－

inationが見られる．砂岩には級化現象は見られず，そ

の下底面にはsole　markingの発達もない．また砂岩中

には一定方向に配列した多くの炭質物片が，さらに多く

の植物化石が産出する．

　犬吠崎砂岩層

　本部層は犬吠崎燈台付近（Pl＆te53）によく露出し，ま

た長崎鼻付近にも分布し，層厚150m以上と推定され，

下位の酉明浦砂勝互層とは断層で接している・

　本部層は主として青灰色（風化すると白色）の層理面

のある層厚細粒砂岩で，泥岩の薄層をレンズ状に挾む，

本部層中には多くの斜層理（Plate54～55）・漣痕（Plate

56）・生痕（Plate57）・炭質物微片（Plate58－2）および砂

の団塊（Plate58－1）が認められる．本砂岩層はかっては

圃粗一粗大粒砂岩石材として採掘され，そのとき多くの三角貝やアンモナ

　　　のロ　　　じ　ロ

　　　O，6　α7　　團細～小礫岩

海鹿島の道路ぎわの露頭でみられる

グレイデングを示す柱状図

イトが産出し，これらは現在高神小学校（Plate59～61）

に保存されている、これらを図版にかかげた．この採石

場から，江原真伍（1915）は不完全なオo翻ho66郷を，

清水（1926）は伽ψ妙JJo687∬a鼠o箆06η56，Colo勅266郷

3α’・∫，∠剛」・067α56ho5h伽5乞5，などを報告してV・る．清水

はこれをヨーロッパのAptianに対比してV・る．本層の

層準はこれらのアンモナイトにより宮古統に対比されて

いる．
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自亜紀銚子層の古流向（長浜　春夫）
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第5図　斜層理が示す古流向図

　地質構造
　本地域の地質構造をみると，矢崎（1961，M　S）の黒生

一外川断層を境にして，東側と西側とは大きく異なり，

すなわち西側には古生層が，東側には白亜紀層である銚

子層がそれぞれ発達する．前者の古生層はその傾斜も60

～80。の急傾斜で，その地質構造は複雑である．後者の

銚子層は，ほぼN450E～N450Wの一般走向を示し，

傾斜は南東一北西に20’》40。で，古生層に比べてゆるい．

　ゴルフ場付近にはNE－SW方向の背斜，酉明浦海岸に

平行なN　S性の背斜および波止山石切場の北に中心を持

つと推定されるドーム状構造がある．

　古流向の測定結果

　銚子層にみられる初生的な堆積構造には砂岩にみられ

る斜層理・s・1e　marking（prod　cast・bounce　cast）・漣痕

および炭質物片の配列などがある．次にこれらについて

のべる．

　斜層理　銚子層中の砂岩中には，下位の黒生砂勝互層

最上部・酉明浦砂勝細互層中下部および犬吠崎砂岩層に

発達するが，そのうち犬吠砂岩層中にもっともよく発達

する．これらの斜層理は，成因的にも形態的にも簡単

で，しかも一定方向を示すものとされている平面型がほ

とんどで，谷型はわずかにすぎず，峰型にいたっては1

つにすぎない．

　黒生砂勝互層中の平面型斜層理はわずかに4測定され

たにすぎない．それらの傾斜方向注1）は，N50。E・SE

W

N

（傾斜角）

㊥

／0。 20’　30。 400

⑳
　
　
　
　
㊥

⑱

第6図
　　　　S
黒生砂勝互層にみられる斜層理が

示すrosediagram

E

注正）地層を水平に復元したときの方位である．以後この復元した

　　方位で示す．
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230，N800E・S22。，N’52。W・SW120およびN’30。・SW

200である，

　酉明浦砂勝互層中の平面型斜層理はわずか10測定した

にすぎなV・が，その80％はNNW→SSEである．

　もっとも発達の多い犬吠崎砂岩層中の平面型斜層理は

全部で33測定した．このうちNNE－SSWを示すものは

約40％で，E→Wを示すものは約24％，その他の方向は

N

約35％である．

　斜層理の最大傾斜角の出現頻度は15～20。に最大が認

められる（30％）．セットの厚さについての頻度の最大は，

厚さ10～20cmのところにあらわれる（27％）．測定し

たセットの厚さは最小が数cmで，最大は75cmであ

った．

　S・亙e　m躍盤期g　海鹿島砂勝互層中のgraded　bedding

N

W

Q
O 愈

30。 E W

麟

㊥ 愈　　　　　魯

畿

⑱

20。 E

⑤

㊥

⑳

第7図

S

　灘斜層理

　鰯炭質物片の配列方イ立

酉明浦砂勝細互層にみられる堆積構

造が示すCUrrentrOSediagram

⑱

O

第8図

s

離斜層理

翻水流漣痕

犬吠崎砂岩層にみられる斜層理および

水流漣痕が示すcurrentrosediagram
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第9図　犬吠崎砂岩層にみられる斜層理の最大傾斜角頻度分布図（％）

3げ（傾斜角）
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白亜紀銚子層の古流向（長浜　春夫）

のよく発達した砂岩単層の下面には多くの凹凸の印象が

海鹿島の道路ぎわの露頭で観察される．この印象には明

らかに生物による生痕もあるが，それ以外の水流によっ

て形成されたとみられるprod　castやbounce　castがみ

られ，これらを研究の対象として測定した，・

　観察されたprod　castは5測定され，その長さは2。5

～3cmで短かく，幅は0．3～1cmで，その高さは0。2

cm以下で低い．bouncecastは4測定されラ長さは5～9

cm，幅は0．3～0．7，高さは0．2～0。35である．これら

のprod　castとbounce　castを全部で9測定し，これら

をrose　diagramに示した．その結果この地点での流向

はSSE→NNWであることがわかった．

　漣痕：漣痕は砂岩と泥岩との互層中の砂岩の上面にし

ばしばあらわれる．ここでみられる漣痕には水流（線状）

漣痕と干渉漣痕に近いものとがある．

　水流漣痕に属するものには厚さ6cmの微細粒砂岩に

壁　　％

　30

20

lO

1

9

7

5
4

3
l　　　l

O IO　20　30　40　50　60　70　80cm（厚さ）
第10図　犬吠崎砂岩層にみられる斜層理のsetの厚さの頻度分布図
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→一”oひノ20θoo鉱が示す流れの方位

一→万ρρ／θ卯α7んが示す流れの方向

一哺一一炭質物片の配列於示す流れの方位

噂主流向
第11図　斜層理以外の堆積構造が示す古流向図

27一（661〉



「
　

7F　

　一一一唱一一一一＿、乳唱唱“唱隠　　　　F…自自涌一一P富P＿F唱一一』一一一』艀ド｛、自、

ト

地質調査所月報（第23巻第1曝号）

W

　　　8　N
％亀

　　物はその運搬方向はN→S、NNE→SSW，E→W，一部S

　　→Nで銚子半島のN～E側から供給されたようである．

　　　海鹿島砂勝互層中のprod　castやbounce　castから推

　　定される古水流はほぼSSEから：NNWに向かって流れ

　　た．この事実と堆積相とからだけたんに推定すると，ほ

　　ぼN－Sの堆積盆が存在したのかもしれない．

　　　以上のことから銚子層（海鹿島砂勝互層を除く）を構

　　成する白色細粒砂岩のぼう大な供給源地は同層露出地域
E
　　の犬吠崎海岸のN～N　E側の太平洋海底下に伏在してい

　　る古陸地であろう．

ま　と　め

第12図

S

麟ρ7gσoα3オが示オ流れの方向

懸伽催・雄など嚇す淋
　　の方位

海鹿島砂勝互層にみられるSole　marking

が示すCurrentrosediagram

みられ，その波長6。5cm，波高0．7cmのものが認めら

れた．しかし，脇水（1926）によると波長は5・4～10・6

cm，波高は0。6～0。9cmとされている．

　犬吠崎砂岩層中で観察された水流漣痕の古流向はN

100E，N35。E，N250Wで第11図に示すように，ただの

3つにすぎないが，その流向は南→北を示す傾向が強

い．

　　　　　　　とゆあけ　炭質物片の配列：酉明浦砂勝細互層中の砂岩層の上面

には，炭質物の微片が一面に広く散点して観察される．

これを仔細にみるとある一定方向に配列している．これ

らの方向を測定すると第11図に示したようになる．一般

に炭質物微片の平面的な配列方位がある一定方向を示す

場合は田中啓策（1964），長浜春夫（1967）らによるとこの

方位は水流の方向によく調和するとされている．したが

って炭質物片から推定される流れの方位はWNW－ESE

である．

　観察結果からの小考察

　以上のきわめてわずかな資料から各部層の砕屑物の供

給源地を推定することは甚だ困難であるが，筆者による

具体的な流向を指示する資料（第5図および第11図）と

その他の研究結果とを合わせて，銚子半島地域に堆積物

をもたらした後背地を推定したい．

　黒生砂勝互層・君が浜泥勝互層および犬吠崎砂岩層の

斜層理の測定結果から推定すると，これら3部層の砕屑

　①銚子層は下位からゴルフ場泥岩層・黒生砂勝互層・

海鹿島砂勝互層・君が浜泥勝互層・酉明浦砂勝細互層お

よび犬吠崎砂岩層の6部層に分けられる．

　②銚子層は岩相・化石などから，浅海成の堆積層であ

る．

　③斜層理から銚子層の砂岩は銚子半島のN～NEに存

在するであろう古陸地から供給されたものであろう．
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1　黒生砂勝互層最上部にみられる斜層理（平面型）

　　（：Plate45－1と同じ地点）

2　海鹿島砂勝互層中にみられるprodcastおよびその他のソール・マーク

　　（海鹿島南東620m道路曲角山側の露頭）
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　　　　　βz61乙θ60」．5Iz67∂。」『ψαη，レ101．23

　　　　　　　　　（Plate46－2と同じ場所）

P伽θ47

2　君が浜泥勝互層中にみられる生痕（君が浜海岸）
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鶏欝鐵酬　購

圏
，
，

壱摩毒‘

難

．嚥1

・磯



酉明浦砂勝細互層中の斜

層理（平面型）

（酉明浦海岸）
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酉明浦砂勝細互層中にみられる

convolutelaminationの産状と

形態（酉明浦海岸）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　1　犬吠崎砂岩層中の斜層理（平面型）

　　　　　　　　　　　　　　　（犬吠崎灯台海岸）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

2　犬吠崎砂岩層中の斜層理（平面型）

　（犬吠崎灯台海岸）
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1　犬吠崎砂岩層中にみられる斜層

　理（谷型）

　（犬吠崎灯台海岸）

　　　　　　　　　　2　犬吠崎砂岩層中にみられる斜層理（峰型）

　　　　　　　　　　　　（犬吠崎灯台海岸）
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1

　　　灘

犬吠崎砂岩層中にみられる水流漣痕

（高神小学校所蔵）

灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　2　犬吠崎砂岩層中の干渉漣痕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（犬吠崎灯台海岸）



　　Bz61」．（ヌθol。5‘z4π7。」αゆαη，玖oJ．23

　　　　1　犬吠崎砂岩層中にみられる生痕

　　　　　（犬吠崎灯台海岸）

　　　　　　2　犬吠崎砂岩層中にみられる生痕
　　　　　　　（犬吠崎灯台海岸）
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1鰯灘．嚢恥　纏簸i攣茎…騒

　　　　　　　　　l　p伽o痂go痂αρ06’π静■η2勾（YOKOYAMA）

　　　　　　　　　　（高神小学校所蔵）
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1高神小学校に保存されているアンモナイト

2　高神小学校に保存されているアンモナイト
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